
関西広域連合のあり方（関西広域連合の強化・短期的な視点から） 資料１

（１） 関西広域連合の役割

①広域的な課題解決の取組強化
・関西広域防災
・ドクターヘリ事業
・カワウ対策などの広域課題への対応

③縦割りを越えた新しい取組への
挑戦

・琵琶湖・淀川流域の統合管理
・文化×産業の取組

②広域連携のメリットを活かした
関西の成長に向けた取組推進

・「関西版フラウンホーファー」とも
いえる総合的なサポート体制

・ ＷＭＧ、万博誘致などの取組

（３） 関西広域連合の役割発揮のために
強化すべき点（検討資料：横軸）

①「企画調整機能の強化」に係る論点
・意思決定のあり方
・本部及び分野事務局のあり方
・人員体制強化のあり方

②「臨時的・専門的な組織」に係る論点
・アドホックな組織を活用した課題解決や事務執行の
あり方

③「財源」係る論点
・国への要望等
・民間資金の活用等
・効果的な事業執行のあり方

（２） 関西広域連合の強化に向けて

配慮すべき視点（検討資料：縦軸）
①「国との関係」に係る論点
・意見交換や政策のすりあわせの場のあり方
・国と連携した取組のあり方
・国の計画策定権限の移譲のねらいの具体化

②「住民・市町村等との関係」に係る論点
・住民の理解や市町村の共感を得るための意見交換・情報
共有の場のあり方

・地方分権の民意の盛り上げ
・地域主体の取組のあり方

③「関係機関との関係」に係る論点
・官民連携のための意見交換・情報共有の場のあり方
・大学との連携のあり方
・幅広い民間団体との連携のあり方

【参考】次回の検討項目(案）
・関西広域連合の中長期的なあり方を検討
・将来の社会状況の中での関西のあるべき姿
・それを支えるための広域行政の役割、必要な
要素など
・関西における広域行政にふさわしい統治機
構や課税権等の財源確保のあり方など

（４） 関西広域連合の短期的な機能強化のための具体的な提言

・組織体制強化への着手
・アドホックな組織の構築、それによる組織の柔軟化、スリム化
・権限移譲や実証実験等を活用した普通地方公共団体としての取組の
先取りの検討 など


